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#191                                                                                                                                               2 / 2023 (134) 

8ヶ月で1,000号！？ 
  

NSDAP/AOの定期刊行物は、わずか8ヶ月で1,000号（23カ国語）が発行されました。   
  
  
  

言語は以下の通りです。ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポ

ルトガル語、ルーマニア語 、オランダ語、デンマーク語、スウェーデン語、フィンラ

ンド語、リトアニア語、ラトビア語、エストニア語、ハンガリー語、ギリシャ語、

ポーランド語、チェコ語、スロバキア語、スロベニア語、ロシア語、ウクライナ語、

日本語です。 
  

 週刊誌はオンラインのみ。月刊誌はオンラインと印刷の両方があります。どちらも

nsdapao.orgから無料でダウンロードできます。 
  

 皆様のボランティア活動、ご寄付に感謝いたします。 
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エンサイクロペディア - Michael 
Kühnen 

  

5 - ARABER 
  

   セム族は、3大種族（白人、黒人、黄色人種）の間で独立した雑種であり、安定した

人種的特徴を持つ。その居住地域は、北アフリカ地中海沿岸全域から中央アフリカの

純ネグロイド居住地域まで、また近東ではトルコ人やペルシャ人の居住地域の境界ま

でである（パールシー、東インド・ヨーロッパも参照のこと）。 

   セム族の民族的中核はアラブ人であり、その出身地域は広大なアラビア半島である

が、イスラムの征服力学により、上記の広い地域全体に拡大し、それを形成し、その

過程で多様な人種的要素を吸収し、異なる民族に分化していったのである。しかし、

アラブ人は一つの民族とみなされ、それはアラブ民族運動が存在し、独自のアラブ民

族を作ろうとする不断の試みによっても裏付けられている。 

   アラブ人は、国家社会主義ヨーロッパの自然な同盟者である。  

   アラブ民族主義は、ヨーロッパの民族主義同様、帝国主義に反対し、自由のために

戦う。また、国家社会主義とイスラームは、非マルクス主義的社会主義の前提として

の利権の束縛に対する闘いによって結ばれている。そして最後に、アラブ民族は、ア

ラブの地に海賊国家イスラエルを建設し、一部はパレスチナ人のアラブ民族を殺害し

追放し、一部は彼らを服従させ今日まで抑圧しているシオニズムの恐怖に苦しんでい

ます。しかし、シオニズムは、世界支配をめざすシオニストに容赦なく対抗する国家

社会主義の主敵であることが知られている。それは、超大国の帝国主義を克服し、無

利子の社会主義経済秩序を建設し、シオニズムの威信を打ち砕くことを可能にする。 

   共通の生活空間としてのヨーロッパ・アラブ地域の統一は、ローマ時代以来の深い

歴史的根源を持ち、そこに住むすべての人民の自由と自給自足を可能にし、政治、経

済、国防、文化における帝国主義の支配からの独立を可能にするものである。だから

こそ、新世代の国家社会主義は、ヨーロッパ、北アフリカ、近東の共通秩序としての

第四帝国の創造を目指すのである。  

   民族間の橋渡しをするのは、アラブの入

植地にいるさまざまなアーリア人種の分派

（「アーリア人」を参照）、たとえばマグ

レブのベルベル人、エグピアのコプト人、

レバノンの十字軍のキリスト教徒の子孫、

クルド人などである。彼らは、あらゆる点

で促進され、強化され、アーリア人種に再

統合されなければならない。それは、来る

べき帝国の括弧としてこのように行動させ

るためであり、その基本原理は、もちろ
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ん、国際主義によって推進される混血ではなく、人種分離の要求に基づいているので

ある。 
  

6 - 労働運動 
  

   アーリア人種の生息地における工業化の進展（アーリア人を参照）は、過去100年間

にますます多くの工業労働者を生み出し、同時に資本主義の搾取的性格を途方もない

規模で悪化させた。この資本主義の主な犠牲者は産業労働者であり、彼らは最も貧し

く抑圧された社会階級-労働者階級となった。絶望的な貧困に対する抗議と、搾取と抑

圧のない社会的に公正な秩序への切望、すなわち社会主義への切望が、たまらなく彼

らの中で大きくなった。この抗議と切望の担い手は、労働者運動となり、その表現形

式は階級闘争となった。  

   早くから、労働者運動は、マルクス主義の優勢な影響下におかれ、その政治的、思

想的教条主義、すなわち、すべての人々の平等への信仰を採用した。  国際主義やそ

の他の反種族的、反自然的な原則は、労働者階級をその民族、国家、人種、伝統から

完全に疎外した。  

   労働者階級は、マルクス主義の世界革命の国際主義的担い手であるべきであった。

この目標の概念は、労働者階級の運動を、早くから、世界支配を目指すシオニズムの

道具と操作する大衆に変え、その結果、その真の任務から疎外した。  

   しかし他方で、資本主義下の労働者階級の窮状と階級闘争の必要性は否定できない

ものであった。第一次世界大戦の勃発まで、労働者運動は、この必要性と正当性との

悲劇的な二項対立と、その背後にあるシオニストの権力的利害を背景にした反労働者

階級の指導者による乱用から逃れることができず、いくつかの不満を具体的に緩和し

克服することはできたとしても、権力政治の面では無能のままであった。 

   第一次世界大戦の勃発は、関係するすべてのアーリア民族に圧倒的な民族的覚醒を

促し、国際主義の呪縛を一掃し、労働者階級を民族の意志の共同体に統合させた。  

   第一次世界大戦において、ヨーロッパの労働者は、自らの意識的な意志によって、

国家共同体の一員となったのである!そして、その意志を、血と十万倍の兵士の死を

もって確認したのである。しかし、戦争の終わりと戦後には、自由資本主義をもつ西

側民主主義諸国が、この犠牲を拒否し、労働者階級をだまし、搾取し、抑圧しつづけ

ることが明らかになった。こうしてマルクス主義は、1914/25JdFに満場一致で拒否した

失望した労働者階級の一部を取り戻したのである。 

しかし、国家社会主義とファシズムにおいては、労働者運動の継承者となり、

1914/23JdFの労働者階級の意志の遺産を自分たちの伝統に取り込み、それを政治的に実

りあるものにしたそれらの政治勢力がヨーロッパで育っていったのである。  

   ドイツでは、この国民的労働者運動が、国家社会主義ドイツ労働者党を結成した。

この党は、ドイツ労働者運動の継承者であり実行者であり、自由資本主義を克服し、

社会主義を建設し、労働者を民族共同体の平等な一員とし、すべての民族同志に新秩

序の義務的倫理としての労働者階級を強制するために出発したのである。これに対し

て、労働者運動のマルクス主義の伝統は、1914/25JdF以来、反動的になっている（反動
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も参照）。 
  

7 「WORKERSHIP 
  

   国家社会主義革命は、ブルジョア時代を新秩序に置き換えるもので、その担い手は

労働者である。労働者」という言葉は、国家社会における具体的な従属的雇用と肉体

労働の社会集団としての労働者階級と、価値理想主義を特徴とする国家社会主義の生

活態度の両方を包含している。  

   国家社会主義が新秩序の前提条件として目指している真のフォルクスゲマインシャ

フトの創造は、労働者階級が確信と熱意をもって国家に統合する場合にのみ可能であ

る。なぜなら、西側マイナス世界の上流階級とブルジョアジーがますます退廃してい

ることに鑑み、人々の最も貴重で最も健全な力を維持するものは、労働者階級にある

と考えられるからだ。 

   労働者が国家のために勝利すること、したがって、階級闘争と国家共同体への意志

を克服することは、しかし、労働者自身の国家が彼の意識的な故郷となり、そこで、

彼がその業績を十分に認められ、適切に報酬を受け、公平に扱われる場合にのみ考え

られることなのである。これは、ドイツにおいて、国家社会主義ドイツ労働者党の党

綱領の社会主義的要求の中で表現されているように、権利と義務の平等を伴うヴェル

キッシュ社会主義によって実現されるのである。  

   しかし、それ以上に、国家社会主義は、労働者主義によって、価値観念論に倫理的

に根ざした新しい生活態度を理解し、その最高の理想、すなわち人間生活の価値と意

味を共同体に求めたのである。  

   自分の適性、傾向、能力に応じて、自分の居場所と国家共同体のために全力を尽く

す者、自分のすべての才能、自分のすべてを認め、発展させようと努力し、そうする

ことによって国家共同体のために自分を置く者、労働者としての倫理を実現する者

は、国家共同体の中で、国家共同体のために働く者なのだ！」と。 

この目的のために、国家社会主義は、すべての人民の同志を教育し、それによって、

仕事の高貴さを明らかにし、人民のすべての層と集団の創造者を仕事の共同体に、し

たがって、種の保存と発展のための努力の共同体に結合させるのである。 
  

"お前は無価値で、仲間はすべてだ！" 
  

   労働者階級のこの国家社会主義のモットーは、個人の生活の無価値性を宣言してい

るのではなく、この生活が、国家共同体のために、その生存とより高い発展のための

仕事として理解され生きられるときにのみ、価値と意味をもつことを明らかにしてい

るにすぎない。「利己的に把握するのではなく、無私に創造する」、これが労働者と

市民を、未来の新秩序と今日のマイナス世界を区別するものである。そのような労働

者を育て、集めるのが、党の任務である。 
  

私利私欲の塊である政党に対して、公益の塊である政党が 
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唯物論に対する観念論の政党の 
  

対ブルジョア革命党 
  

国際主義に対して民衆の党の 
  

労働党と利益党の 
  

   この党は、新戦線を実現させようとしている--それは、新たに設立される国家社会主

義ドイツ労働者党なのだ 
  

8 - 労働フロント 
  

   国家社会主義は、経済秩序に表現されるヴォルキッシュ社会主義を目指す。 

のコーポラティヴを具現化したものである。闘争の期間においては、党だけが（国家

社会主義ドイツ労働者党を参照）、人民の社会主義共同体のためのこの闘争における

意志の担い手であり政治的前衛組織である。革命後、国家は、政治の総動員を通じ

て、社会主義の建設を可能にし実現し、それによって新秩序を形成することにもなる

のだ。  

   党がまず権力のために戦い、それから国家存立のすべてのレベルで総動員を開始す

るように、政治的前衛を組織し、国民経済の分野で、したがって企業内で意志を伝

え、総動員を促進するこの任務は、労働戦線に委ねられている。 

   労働戦線は、国家社会主義党の分派であり、したがってその一部である。労働者の

倫理に徹し、すべての労働者の経済的利益を代表し、国民経済の中央計画を現場、す

なわち工場や経済組織で実施することを促進する。  

   労働戦線は職業別組合、工場別組合、工場細胞に分かれており、最低規模以上のす

べての工場と企業で3分の1のシェアを持ち（利益分配を参照）、また、自由な個人選

挙で勝たなければならない、企業の労働評議会選挙と自治組織の候補者を指名する。  

   労働戦線は国家機関ではなく、党の下部組織であり、したがって革命の前後には、

実質的に労働組合運動であった。国家社会主義の世界観と党の綱領に基づき、雇用者

だけでなく被雇用者も含んでいる。 

   したがって、新戦線の工場細胞活動や自由な労働組合運動の要求における努力は、

最終的にこの労働戦線の構築に役立つものである。政治闘争の現段階では、労働戦線

の建設は、新戦線の大衆組織の助けを借りて行われるが、その上に築かれ、そこから

生まれる労働戦線が、後に国民経済とその企業において実際に国家社会主義の指導的

任務を遂行できるように、通常にも増して、これが完全に幹部の支配下に置かれるよ

うに注意しなければならない。 
 

9 - ARIER 
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   アーリア人とは、新世代の国家社会主義の用語で、ネグロイドの「黒」とモンゴル

の「黄」のほかに、三大民族の一つである白人種の構成員に対するものである。この

三種類の人間と、人種的混合によって生まれた人種的中間形態や混合形態は、その生

存のための闘争によって人類の自然と歴史を決定している（階級闘争も参照のこ

と）。  

   したがって、アーリア人は白人の構成員であり、この白人は3つの人種タイプに分け

られる。北欧型、西欧型、東欧型に分けられ、ゲルマン、ロマン、スラブといった民

族の家系を形成している。さらに、東インド・ヨーロッパ系の残党や、北アフリカや

トルコにアーリア人種の分派が存在した（アラブ人とトルコ人を参照）。 

   アーリア人種の居住地域は、北アフリカ、近東、ペルシャ（ヨーロッパも参照）を

含むヨーロッパ広域圏、南アフリカ、アメリカ二大陸、オーストラリア広域圏、そし

てインド広域圏の東インド・ヨーロッパ系の影響地域である。  

アーリア人の居住地とその生活空間が広大であることは、アーリア民族が死活的に脅

かされている事実を隠すことができない。  

   第二次世界大戦までは、アーリア人は世界に広がる植民地帝国を持ち、地球上のほ

ぼ全域を支配し、モンゴル民族に次いで数的に強い民族であった。しかし、二度の世

界大戦によるアーリア人の民族間闘争は、この優位性を破壊し、植民地帝国を衰退さ

せることになった。同時に、1945/56年JdF以降のマイナス世界の権力的・政治的勝利

は、アーリア人種のこれまで以上に急速に進行する退廃と、それに伴う出生率の劇的

な低下、それに伴う有色人種の出生爆発を開始したのである。  

   このように、覇権が衰退した後の現在、アーリア人の実際の居住地は、世界人口の

わずか20％に過ぎず、沈む傾向にあり、最大の脅威の一つは、有色人種の大量移住に

よって始まるÜberfremdungであると脅かされている。こうしたすべての動きは、アー

リア人の生物学的生存を危うくするものである。  

   これに対して、国家社会主義は、今日、自らを北欧・ゲルマン・ドイツ系の人間だ

けでなく、アーリア人種全体の生命に対する組織的意志とみなしている。その目的

は、アーリア人の民族共同体であり、外国人の送還によって、アーリア人の生活空間

の中核領域の疎外に終止符を打ち、人種隔離によって、すでにほとんど失われた地域

を居住地として保全し、ペルシャの東インド・ドイツ主義の残滓（パールシーを参

照）やインド首都圏、北アフリカや近東のアーリア人種の分派の振興と再統合によっ

て自然の影響範囲を確保することである。さらに、出生率を人口を維持するのに十分

なレベルまで再び引き上げなければならない。 

   民族のアーリア人共同体に見られるようになった生存の意志は、現在の退廃を克服

する、種と自然に従った新秩序の建設に表わされる。この生存の意志とアーリア人と

いう種のより高い発展の意志の担い手は、国家社会主義の世界運動であり、その基礎

は、それぞれのヴォルキッシュNS党によって形成されている（国家社会主義ドイツ労

働者党も参照のこと）。 
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卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウクの小冊子

「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 

 
 

9. 
  

   ドイツでは国家社会主義が禁止されている。だから、1960年代に多くの同志が右派

の「国民民主党」（NPD）に参加したのは当然のことである。 

   公には民主主義に忠実なふりをしなければならなかった。特にテレビなどでNPDの

代表として公式に発言する場合はそうであった。 

   ある同志の妥協がちょっとした騒動になった。彼は襟の裏側に鉤十字の画鋲をつけ

る習慣があった。不運なことに、彼が合法的な民主主義団体であるNPDのテレビイン

タビューに答えているときに、襟を後ろに倒してしまい、鉤十字のピンが露出してし

まったのだ! 

   メディアはそれを好意的に受け止めた。しかしNPDは彼を辞職に追い込みました。 

   これはNSDAP/AOにはない問題です。 
  

  
10. 

  

   私はデンマークのホテルにイギリス人の同志、マイクと一緒にいた。私たちはデン

マーク警察から指名手配されていたわけではなかったのですが、それでも彼らは西ド

イツ警察の協力のもと、非常に厳しい監視下に私たちを置いていました。特にそのホ

テルは西ドイツの国境から数百メートルしか離れていなかったのだ。 

   ある寒くて暗い雨の夜、マイクと私は楽しもうということになった。 

   静かにホテルを出て、国境沿いの雑木林を目指し始めた。あっという間に "影が懐

中電灯を持っていた"。何とか人知れずホテルの部屋に戻り、明かりのない部屋の窓か

ら注意深く見ていると、数人のデンマーク人の私服の男たちが雨の中、キョロキョロ

と私たちを探しているのが見えた。 

   「マイク、私は「もし彼らが魅力的な女性のエージェントを2人送ってくれれば、多

くの男性を必要とせずに私たちを正確に追跡できるのに」とコメントしました。 

   マイクもそのアイデアは気に入った。しかし、残念ながら、このデンマーク人たち

はそれほど進歩的ではありませんでした。 
  

  
11. 

  

   私は、ある刑務所から別の刑務所へ移送される囚人のための留置場にいた。他の囚

人たちは、自分たちがいたさまざまなドイツの刑務所についてノートを見比べて時間
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をつぶしていました。 

   特に、ある種馬のような男（この点では「ベテラン」らしい）は、自分が入ったこ

とのある「男女共用の」刑務所の話をして、「旅慣れ」していない若い受刑者を驚か

せた。まるで、XXX級映画のモデルになったような施設だった。  

   当然、騙されたと思って。 
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